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令
和
元
年
度

目
公
達
全
国
大
会
に
参
加
し
て

事
務
局
長
　
船
越
孝
則

去
る
十
月
三
十
・
三
十
一
日
に
、
岡
山
県

連
か
ら
の
十
三
名
と
共
に
東
京
で
の
日
公
達

全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
初
日
は
国
会
議
員
へ
の
陳
情
活
動

を
行
い
、
約
六
千
二
百
名
の
会
員
の
皆
様
か

ら
預
か
っ
た
九
千
人
分
の
署
名
を
岡
山
県
選

挙
区
選
出
の
国
会
議
員
十
三
名
の
先
生
方
に

届
け
ま
し
た
。
参
加
者
の
班
割
り
当
て
が
あ

り
、
私
は
県
本
部
赤
坂
社
会
保
証
部
長
、
高

梁
西
岩
本
支
部
長
さ
ん
と
三
名
で
衆
議
院
議

員
会
館
へ
加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣
、
津
村

啓
介
議
員
を
訪
ね
、
ま
た
、
参
議
院
議
員
会

館
の
石
井
正
弘
参
議
院
議
員
事
務
所
を
訪
ね

ま
し
た
。
ご
本
人
ま
た
は
秘
書
の
方
に
丁
寧

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夕
方
は
、
国
会
議
員
の
先
生
方
と
の
夕
食

懇
談
会
が
あ
り
、
ご
本
人
が
十
一
人
も
ご
参

加
下
さ
り
、
我
々
の
願
い
に
耳
を
傾
け
て
下

さ
っ
た
こ
と
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
中
で
国
会
議
員
の
先
生
方
か
ら
、
去
る

九
月
の
新
見
で
の
集
中
豪
雨
の
お
見
舞
い
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は

岡
山
県
連
の
そ
し
て
新
見
支
部
の
存
在
意
義

を
裏
付
け
る
こ
と
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
翌
三
十
一
日
午
前
中
は
山
下
貴
司

衆
議
院
議
員
秘
書
の
安
東
裕
一
郎
氏
の
案
内

で
衆
議
院
を
中
心
に
国
会
内
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
我
が
国
の
政
治
の
中
心
と

な
る
場
所
の
見
学
は
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。

午
後
は
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
の
全
国

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
に
当
た
り
津

島
会
長
か
ら
所
信
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
（
五

つ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

○
人
生
百
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
公
務
員
の

定
年
制
の
早
期
実
現

○
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す

る
社
会
保
障
制
度
の
構
築

○
公
務
の
特
殊
性
・
高
齢
者
及
び
女
性
の
就

労
に
配
慮
し
た
年
金
制
度
の
確
立

○
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
た
社
会
貢

献
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

○
組
織
の
拡
充
・
強
化
と
活
性
化
の
推
進

次
に
、
来
賓
の
国
会
議
員
を
代
表
し
て
伊

吹
文
明
氏
、
根
本
匠
氏
、
細
田
博
之
氏
か
ら

祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
、
公
益
法
人
年
金
シ

ニ
ア
プ
ラ
ン
総
合
研
究
機
構
特
別
招
聴
研
究

員
の
坂
本
純
一
先
生
に
よ
る
「
公
的
年
金
保

険
制
度
の
明
る
い
羅
針
盤
」
　
と
超
し
て
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

・
厳
し
い
環
境
が
続
く
、
し
か
し
、
羅
針
盤

が
あ
る
。
（
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会

議
報
告
書
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
、
実
施
が
遅

れ
る
ほ
ど
効
力
が
薄
れ
、
孫
・
ひ
孫
の
代

で
急
激
な
給
付
削
減
が
必
要
に
な
る
。
）

・
世
界
も
注
目
し
て
い
る
。

等
最
新
の
情
報
と
そ
の
経
緯
等
に
つ
い
て
分

か
り
易
く
希
望
の
湧
く
お
話
で
し
た
。

岡
山
県
代
表
十
四
名
で
体
験
し
た
こ
と
は
、

感
慨
深
く
想
い
出
深
い
二
日
間
と
な
り
ま
し

た。

愈
轡

二
百
十
一
年
の
時
空
を
超
え
て

～
山
田
方
谷
先
生
　
幼
少
期
の
薯
額
見
つ
か
る
～

高
尾
中
分
会
　
谷
本
洋
一

郷
里
菅
生
で
の
話
で
あ
る
。
新
時
代
の
令

和
元
年
を
迎
え
た
十
月
十
三
日
、
菅
生
地
内

で
は
恒
例
の
　
「
三
社
女
躯
神
社
」
秋
季
大
祭

が
行
わ
れ
て
い
た
。
当
日
私
は
、
氏
子
当
番

と
し
て
拝
殿
で
参
拝
者
に
　
「
お
神
酒
」
を
振

る
舞
う
「
ご
神
酒
係
」
の
任
に
つ
い
て
い
た
。

神
事
も
終
わ
り
、
地
内
を
廻
る
た
め
本
神
輿
・

子
供
神
輿
も
境
内
の
階
段
を
下
り
、
私
の
役

目
も
中
盤
を
迎
え
た
頃
、
神
官
の
神
原
一
男

宮
司
と
千
香
順
司
禰
宜
さ
ん
が
、
「
谷
本
さ

ん
何
か
分
か
ら
ん
げ
ぇ
ど
、
宿
題
を
出
し
と

く
け
ぇ
」
と
言
っ
て
、
昨
夏
神
官
お
二
人
が

本
殿
の
片
づ
け
を
し
て
い
て
見
つ
け
た
と
話

さ
れ
る
古
び
た
板
を
拝
殿
に
持
っ
て
出
ら
れ

た
。
そ
れ
に
は
　
「
う
め
」
と
筆
で
書
か
れ
て

いた。見
た
瞬
間
、
こ
れ
は
山
田
方
谷
が
幼
少
期

の
頃
に
書
い
た
と
さ
れ
る
大
佐
神
社
所
蔵
の

板
額
「
つ
る
」
　
（
現
在
は
大
佐
小
南
の
山
田

方
谷
記
念
館
に
常
設
展
示
）
　
に
そ
っ
く
り
で

は
な
い
か
。

私
は
驚
愕
・

驚
嘆
し
た
。

そ
の
三
社
女

躯
神
社
の
板

額
「
う
め
」

は
、
栗
板
で

縦
九
十
二
セ

ン
チ
、
横
三

十
五
セ
ン
チ
、
右
側
の
能
書
き
が
「
文
化
五

年
戊
辰
弥
生
吉
祥
日
」
、
左
側
に
は
「
営
団

阿
賀
郡
西
方
住
丑
年
山
田
安
五
郎
書
之
」
、

そ
し
て
中
央
左
下
に
は
四
才
筆
と
書
か
れ
、

可
愛
ら
し
い
手
形
が
押
さ
れ
て
い
た
。

当
日
、
山
田
方
谷
記
念
館
の
磯
田
耕
治
館

長
さ
ん
に
　
「
山
田
方
谷
幼
少
期
の
書
」
　
と
の

お
墨
付
き
を
頂
き
、
菅
生
公
民
館
で
「
菅
生

西
谷
家
歴
史
探
訪
」
　
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
て
、
菅
生
西
谷
家
と
大
佐
西
谷
家
の
強

い
繋
が
り
等
、
疑
問
で
あ
っ
た
思
い
の
点
と

点
が
一
本
の
線
で
繋
が
っ
た
よ
う
な
感
動
と

感
激
を
覚
え
た
。

そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
広
く
報
道
さ
れ

た
の
で
、
今
後
、
賞
重
な
新
史
料
と
し
て
保

存
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

山
田
方
谷
略
年
譜
に
も
、
『
文
化
五
年
　
（
1

8
0
8
年
）
　
四
才
　
母
　
（
梶
）
　
か
ら
文

字
を
習
う
。
大
佐
神
社
に
書
額
「
つ
る
」
・

菅
生
の
三
社
古
幡
神
社
に
吾
鰯
「
う
め
」

を
奉
納
』
　
と
加
筆
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
ち
な
み
に
、
山
田
方
谷
は
翌
年
（
文

化
六
年
）
　
1
8
0
9
年
に
五
才
で
、
新

見
藩
儒
丸
川
松
隠
の
塾
に
入
門
し
、
学

業
に
励
み
ま
す
。

当
時
は
幕
末
、
六
十
年
後
の
1
8
6

8
年
に
江
戸
時
代
が
終
わ
り
明
治
時
代

が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。


